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都市計画策定事業

一般会計
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8.土木 － 4.都市 － 1.都市

　南丹市域の土地利用計画を進めるにあたり、都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定業務、生産緑地

指定業務を進める。

都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定業務

　4,977,000円（委託）

生産緑地地区指定業務

　　　　　1,965,600円（委託）

都市計画の基本計画策定にあたり、市民の意見聴取を

地域別懇談会として実施した。

生産緑地地区の指定に関し、地元説明会の実施及び指

定意向の把握ができた。
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平成22年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 534

①施策で目指す目標との関連付け

　南丹市域におけるまちづくり方針を策定し実現する。

②事業を実施する必要性

　南丹市域の都市計画区域内における都市施設の整備や土地利用の都市計画決定を行なうために必要であ

る。

決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

199 19,102 7,022 6,203 682 500
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

199 19,102 7,022 6,203 682 500
1.15 1.15

7,258 7,170
26,360 14,191

平18決算 平19決算 平20決算 平21決算 平22予算 平23計画 平24計画

－

－

－

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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１．前年度からの改善した点

　　住民参加型の計画査定について、より多くの市民からの意見を求め計画策定に進めることができた。

２．今後の展開

　　計画策定に沿ったまちづくりを進め良好な市街地を形成すると共に緑の空間を創出する。

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

　どうすれば内容重視のうえ安価に委託業務が行えるかについて議論した。

②当該事業のアピール事項

　住民参加型のあらたなまちづくりの方針を定めるよう取り組みを進めている。

③反省点、今後の展開・方向性等

　今後は、計画策定に沿ったまちづくりを進め良好な市街地を形成すると共にみどりの空間を創出する。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成21年度の所属長評価

活　　　動　　　内　　　容 活動日又は時期 活 動 結 果 等

(1)都市計画マスタープラン及び緑の基本計画策定

①都市計画法第１８条の２に位置づけられる。「市町

村の都市計画に関する基本的な方針」であり、南丹市

の総合振興計画などを踏まえて、市の将来像や土地利

用等の基本方針を明らかにするとともに、地域ごとの

まちづくりをの方針を定めることにより、まちづくり

の総合的な指針とする計画書を作成する。②都市計画

法第４条に規定されている｢緑地の保全及び緑化の推

進に関する基本計画｣のことであり、緑地の適正な保

全及び緑化の推進に関する施策を、総合的かつ計画的

に実施するための計画書を作成する。①②合わせてコ

ンサル委託をおこない事務を進めた。

策定期間　平成20年度～

平成23年度

本年度は、まちづくりの全

体構想、地域別構想、緑地

の保全、緑化推進施策等の

事務を進めた。　　　　　

策定予定額　18,862千円

H21年度委託　4,977千円　

進捗率　　　　　60.4％

(2)生産緑地地区指定

南丹市の市街化区域内農地等で将来にわたり農地また

は緑地等として残すべき土地を指定することにより、

円滑な都市計画を実施する。コンサル委託により事務

を進めた。

策定期間　平成19年度～

平成21年度

本年度は、生産緑地地区指

定意向の把握、報告書とり

まとめ等の事務を進めた。

策定予定額　　14,914千円

H21年度委託　  1,966千円

進捗率　　　　　　97.9％
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